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白保 4 号人骨　～ 甦
よみがえ

った国内最古の顔 ～　　
会期：平成 30 (2018) 年  7 月 20 日 ⎝ 金 ⎠ ～ 29 日 ⎝ 日 ⎠　
会場： 石垣市立八重山博物館　
主催：沖縄県立埋蔵文化財センター　共催：石垣市教育委員会

  白保竿根田原洞穴遺跡とは

　白
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は、新石垣空港建設工事にともなう分布調査により発見された遺跡です。

　平成 21（2009）年、予備調査の際に採取した人骨から直接抽出したコラーゲンをもとに年代

測定が行われた結果、いちばん古い人骨片は約 2 万年前であることが判明しました。また、平成

22（2010）年の発掘調査では、洞穴が約 2 万年前から近世まで断続的に利用された遺跡だと分

かりました。その後、平成 24（2012）年～ 28（2016）年には、遺跡の詳細な範囲 ･ 性格を確

認する目的で範囲確認調査が行われ、これまでに 1,000 点以上、少なくとも 20 人分もの人骨片

が発見されています。その中でも特に保存状態がよい人骨は、白保 1 号～ 4 号と名付けられました。

これらの成果から、白保竿根田原洞穴遺跡は日本国内はもとより、世界的にみても最大級の旧石

器時代人類遺跡であるとともに、日本人のルーツにつながる重要な遺跡として、遺跡の一部が現

地保存されることになりました。　

　なお、遺跡は南ぬ島石垣空港の敷地内（滑走路側）のため、現在は立入りが制限されています。

【 平成 30 年度　沖縄県立埋蔵文化財センター 移動展 】　 

遺跡調査状況

南ぬ島石垣空港と遺跡の位置
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第 1 節　位置と環境の概要

1　地理的環境
白保竿根田原洞穴遺跡が所在する石垣島は、琉球列島の西端に位置する八重山諸島の一離島に属し、沖縄

県で 3 番目に広い面積を有する（第 1 図）。遺跡は島の東海岸に面しており、白保集落の北北東約 5km に
建設された新石垣空港浸透池内の標高 30 ～ 40 m 地点、現在の海岸線から約 800 m の距離に位置してい
る（第 2 図）。

本遺跡は全長約 255m におよぶ鍾乳洞の一角にあり、現在は新石垣空港敷地内に位置する（第 3 図）。白
保地区における洞穴の呼び名は「タカヤマアブ」（沖縄県教育委員会 1980）とされるが、遺跡名とした「竿
根田原」の方音は、石垣市が実施した地名調査によると「ソンタパリ」とされる（石垣市役所総務部市史編
集室 1989、石垣市史編集委員会 1994）。その後、平成 28（2016）年 9 月に実施した白保地区での聞き取
り調査では「ソーネータバル」と称され、洞穴は「タカヤマのアブ」と呼ばれていた（在白保の大泊信健氏
による）。

この「竿根田原」の方音は他にも数種あり、一般名としての絞り込みが困難なことから、本報告では「サ
オネタバル」（角川日本地名大辞典編纂委員会 1986）と称することとする。

新石垣空港の地下には、石灰岩層の溶食
によって形成された東西方向に延びる鍾乳
洞が 5 ヶ所に分布しており、新空港建設
事業に伴う洞穴測量調査では、A ～ E 洞と
称されていた（第 4 図）。この内、今回調
査するに至った洞穴は C 洞としていたが、
遺跡名を付けるにあたり、所在する地名を
取って「白保竿根田原洞穴遺跡」と命名さ
れた。

第 1 図　石垣島の位置 第 2 図　先島諸島と遺跡の位置

第 3 図　新石垣空港と遺跡の位置 第 4 図　洞穴の分布と調査区の位置
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白保竿根田原洞穴遺跡



2

【年代】  23,400 ± 64 BP（未較正）  27,685 ～ 27,519 Cal.BP（較正）

  特徴

　沖縄県立埋蔵文化財センターと人類学者を中心とした研究グループでは、4 個体分の頭骨のデ

ジタル復元を進め、そのうち、最も古い年代値（約 27,000 年前・較正年代）を示した４号人骨

について、デジタル復元が完成した頭骨に粘土で肉付けを行い、生前の顔
が ん

貌
ぼ う

の復元を試みました。

日本国内において旧石器時代人の頭蓋骨とその顔貌が復元できたのは、港川 1 号人骨に続き 2 例

目となります。

　白保 4 号人骨の復顔

  白保 4 号人骨

　 性 別

性別は男性です。

頭骨・四肢骨・骨盤 ( 寛骨）の特徴から推定しています。

　 年 齢

死亡年齢は、30 代から 40 歳前後です。

骨盤（寛
か ん

骨
こ つ

）の耳
じ

状
じょう

面
め ん

から推定しています。

　 推定身長　

165.2cm で、港川人よりも高身長です。

左橈
とう

骨
こつ

（腕の骨）の長さから推定しています。

　 顔の特徴

鼻
び

根
こん

部が強く陥
かん

没
ぼつ

し、顔高が低く額
ひたい

が幅広です。

　 特記事項　

下
か

顎
がく

に比べて上顎の歯が著しく磨
ま

耗
もう

しています。

白保２号人骨にも同様の特殊な磨耗が認められることから、

白保の旧石器人は食べること以外に上顎歯をより強く磨耗さ

せるような特殊な歯の使い方をしていた可能性があります。
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【  画像提供：河野礼子 -慶應義塾大学 -  】

【白保 4 号人骨の頭蓋骨】　

【  画像提供：戸坂明日香  】 

【肉付け工程】
粘土で肉付けする肉付け前の土台 粘土像の完成

【３次元デジタル復元】

右頬骨と左上顎骨がかけて

いたため、正中面に対して

反転したデータを追加し、

顔面部を復元（紫色部分）

骨の外に重なる筋肉や脂肪、

皮膚などの軟部組織を、標準

的な厚さデータにしたがって、

骨の表面に重ねていくことで、

生きていたときの顔つきを再

現していく。

皮膚の色や質感、瞳の色など

骨からはほとんど分からない

特徴については、骨の計測学

的な分析結果も参考に再現。

【 【 画像提供：坂上和宏 -国立科学博物館 -  】

頭蓋骨の形態は、琉球

列島を含めた南方系の

人々に近い。

【復元された白保４号人骨の顔貌】

【  画像提供：土肥直美】
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　おわりに

　発掘調査はこれでいったん終了し、遺跡は現地保存されます。しかし洞穴と遺跡の形成、人骨

や動物骨、土器などに関する分析・研究は今後も続けられます。貴重な情報が詰まったこの遺跡を、

わたしたちはどのように保存し、活用していくのかが今後の課題となっています。
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H4 区Ⅲ E 層　白保 4 号人骨出土状況　断面図

 白保 4号人骨が葬られた姿勢

　　　　　　　　　　（復元イラスト）

  出土状況

　４号人骨からは港川人骨（約 18,000 年前・未較正、約 22,000 年前・較正）を遡る年代値（約

23,000 年前・未較正、約 27,000 年前・較正）が得られました。

　さらに４号人骨は、ほぼ全身の骨が残されており、この検出状況によって旧石器人の遺体の葬
ほうむ

り方（葬法）までも明らかになりました。

　その葬法は一般的に想像されるような、遺

体を地中に埋めるものではなく、地上にある

狭い岩陰に遺体を安置する、現代でいう風
ふう

葬
そう

のようなものだったと考えられます。骨の位

置関係を分析すると、復元イラストで示して

いるような、両手・両足を強く折り曲げた仰

向けの姿勢だったことも分かっています。
調査終了時の東壁・南壁


